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水稲不耕起栽培田におけるヒメタイヌピエ(Echinochloa






































播種， 7月20日化成肥料(15ー 15ー 15)a当たり 7kg施与， 7月2日MCPa当たり 5.6g，
7月15日SSH-20(3. 5-diiodo 4-hydroxy benzonitrile) a当たり 6g， 8月3日水中2，
4-D a当たり 8g散布)において，試験地の半分 (36m勺にヒメタイヌピェが多発生
(約100株)したため，種子採取用にこれらを稔実期まで残して，稔実した個体 (80株)を















全 雑 1-* 15% 20% 25%紳










統一計一~項~目~調\査項一目 穂、(g) 重 穂 数 地上〈部g)乾重 茎 数 稗(cm)長 不稔穂数
平 均 値 9.1 11. 2 33.0 12.5 99.9 3.9 
中 央 値 7.0 9.0 27.5 11. 5 1∞.0 3.0 
標準 偏 差 6.6 7.1 20.2 7.2 10.0 3.4 
変異係数 72.5 63.4 61.2 57.6 10.0 87.2 
わ L、 度 + 0.95 + 0.93 + 0.82 + 0.42 -0.03 + 0.79 
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く， 薬事自には毛がない. 稗を包む部分が長く， 葉身は緑色でやや厚くて堅い. 9月ごろ
に出穂し晩生または極晩生種とされている.その成植物の1個体当たりの大きさは笠原
(1968) によれば稗長 80~100 cm，葉身の幅 5~10mm とされている. 江原(1952)は
水田野生ピエをA~Nの各型に分類し，それぞれの諸形質について観察している.それに
よれば各型を通じて出穂期の草丈91.O~142. 0 cm，分けつ数7~29，樟長 84. O~ 182. 0， 
穂数 6~39 である. しかしヒメタイヌピェに相当する型のものについては明らかでない.
周氏(1951.b)は野生ピエA型(タイヌヒ'エ?)の地上部生長について 1/2，∞oaポ ッ
トを使用して直播法と移植法によって草丈， 主稗葉数， 分けつ数， 1株全葉数などを調
査しているが， それによれば直播区での分けつ数は平均11.8である. また同氏(1952)
はノピェの生育に対する肥料養分と土壊反応の関係を試験している. それによれば草丈







































を調査したところ， その出現率はタイヌピェ 15%. ヒメタイヌピェ 7%，ケイヌピエ 7
























































































克の場合1m2当たり 7.5万粒.30-40 %の場合2.6万粒. 4~詰の場合 0.4 万粒である.
また Stevens.D. A. (1932)によればノピエの1株当たりの生産種子数は7.160粒とし
ている.本調査のヒメタイヌピエでは1株当たりの稔実種子数は約2.670粒で収種期のヒ
メタイヌピエの被度20%で1m2当たり約7.400粒となる.笠原(1968)によればタイヌ
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